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２
０
２
３
年
の
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
に
は
、
労

働
経
済
学
者
の
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
氏
が
選
ば
れ
、
こ

の
分
野
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
労
働
経

済
学
は
、
人
々
の
働
き
方
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
扱
う
学
問
分
野
で
す
。
多
く
の
人
は
働
き

始
め
る
前
に
教
育
を
受
け
る
た
め
、
労
働
経
済
学

で
は
教
育
に
関
す
る
研
究
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
私
が
関
わ
っ
た
過
去
の
研
究
で
は
、
誕
生
月
の

違
い
が
学
力
だ
け
で
な
く
最
終
学
歴
に
も
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
の

研
究
で
は
、
い
じ
め
被
害
や
非
認
知
能
力
形
成
へ

の
影
響
を
解
明
し
て
い
き
ま
す
。
実
証
分
析
の
結

果
か
ら
、
学
年
内
で
相
対
的
に
月
齢
が
低
い
１
〜

３
月
生
ま
れ
（
早
生
ま
れ
）
は
、
学
校
で
い
じ
め

被
害
を
経
験
す
る
割
合
が
４
〜
６
月
生
ま
れ
に
比

べ
て
約
４
％
㌽
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
４

〜
６
月
生
ま
れ
の
い
じ
め
被
害
経
験
割
合
が
約
20

％
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
は
大
き
な

差
で
す
。
ま
た
、
成
人
の
対
人
能
力
に
関
し
て
も

偏
差
値
換
算
で
１
㌽
の
差
が
見
ら
れ
、
誕
生
月
に

基
づ
く
能
力
格
差
は
成
人
後
ま
で
続
く
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
、
児
童
の
就
学
開
始
時
期
は
学
校
教

育
法
に
よ
っ
て
一
律
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
原
則

と
し
て
例
外
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、
他
国

で
は
、
保
護
者
の
判
断
で
小
学
校
の
入
学
時
期
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
の
画
一
的
な

制
度
の
下
で
は
、
児
童
間
の
相
対
的
な
月
齢
差
は

義
務
教
育
段
階
を
通
じ
て
変
化
し
な
い
た
め
、
い

じ
め
被
害
の
偏
在
や
能
力
形
成
に
関
す
る
機
会
格

差
が
生
じ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
早
生
ま
れ

は
不
利
だ
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
誕

生
月
に
基
づ
く
教
育
格
差
は
、
家
庭
環
境
や
個
人

の
先
天
的
な
能
力
の
差
を
反
映
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
制
度
的
に
生
み
出
さ
れ
た
差

で
あ
り
、
是
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
こ
の
研

究
を
通
じ
て
、
画
一
的
な
教
育
制
度
が
生
み
出
す

教
育
格
差
の
存
在
に
対
す
る
理
解
と
議
論
が
深
ま

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
研
究
成
果
の
一
部
を
、
23
年
７
月
に
国
内
の
学

会
で
報
告
し
ま
し
た
。
今
後
は
国
際
的
な
発
表
に

向
け
て
、
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

データで読み解く月齢差といじめ被害の関係

森 

啓
明

経
済
学
部
准
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

（
も
り
・
ひ
ろ
あ
き
）
ウ
ェ
ス
タ
ン
オ
ン
タ
リ
オ
大
学

経
済
学
部
博
士
課
程
修
了Ph.D.in 

Economics

。

研
究
分
野
は
労
働
経
済
学
、
教
育
経
済
学
。

若
手
研
究（
２
０
２
３
～
26
年
）
月
齢
差
が
子
ど
も
の
発
達
と

い
じ
め
被
害
に
及
ぼ
す
影
響
の
評
価

　
大
学
院
経
済
学
研
究
科
と

社
会
科
学
研
究
所
が
共
催
す

る
政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
地
域
産
業
と
中
小
企
業
」

が
10
月
30
日
、
対
面
と
オ
ン

ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方

式
で
開
か
れ
た
。
外
部
の
専

門
家
２
氏
と
経
済
学
研
究
科

の
教
員
が
、
日
本
の
中
小
企

業
の
成
り
立
ち
、
将
来
に
向

け
た
多
角
的
な
経
営
方
法
や

政
策
課
題
に
つ
い
て
議
論
を

交
わ
し
た

写
真
。

　
日
本
の
地
域
産
業
や
地
域

活
性
化
を
研
究
し
て
き
た
一

橋
大
学
名
誉
教
授
の
関
満
博

氏
が
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

地
方
の
産
業
と
振
興
政
策
の

歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
解
説

し
、「
現
在
は
ビ
ジ
ョ
ン
先

行
に
な
っ
て
い
る
が
大
切
な

の
は
人
。
行
政
の
担
当
者
に

は
10
年
は
仕
事
を
継
続
し
、

地
域
や
企
業
の
こ
と
を
理
解

し
た
上
で
支
援
を
行
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
遠
山
浩
教
授
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
関

氏
、
神
戸
大
学
大
学
院
経
営

学
研
究
科
教
授
の
忽
那
憲
治

氏
、
本
学
の
長
尾
謙
吉
教

授
、
河
藤
佳
彦
教
授
が
登
壇

し
た
。
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
起
業
家
精
神
）
教

育
、
産
業
集
積
地
が
抱
え
る

課
題
、
地
域
産
業
の
発
展
可

能
性
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
意

見
を
交
わ
し
た
。

就
職
だ
よ
り

　〈
３
年
次
生
へ
〉就
職
活
動

で
は
、
自
身
を
客
観
視
し
て

等
身
大
の
自
分
で
臨
む
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
進
捗

状
況
を
確
認
す
る
た
め
に
も

就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」
に
展
開
し
て
い
る

ア
ー
カ
イ
ブ
動
画
（
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
準
備
講
座
等
）

を
参
考
に
、
年
末
年
始
休
暇

期
間
を
有
効
活
用
し
て
準
備

を
進
め
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

些
細
な
こ
と
で
も
分
か
ら
な

い
こ
と
な
ど
は
そ
の
ま
ま
に

せ
ず
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　〈
４
年
次
生
へ
〉４
年
次
生

を
対
象
と
し
た
求
人
情
報
が

引
き
続
き
多
く
の
企
業
か
ら

届
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

情
報
は
、
就
職
支
援
シ
ス
テ

ム「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」
の「
来
校

企
業
情
報
」
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
就
職
活
動
を
継

続
し
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
個

別
相
談
で
も
求
人
情
報
の
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
積
極
的
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
進
路
決
定
者
は

「
進
路
届
」を
就
職
支
援
シ
ス

テ
ム「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」
も
し
く

は
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
窓

口
に
て
、
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

インターンシップ
企業の業務理解を深めるために学生が在学中に企業
などで就業体験をすること。2025年卒の大学生・
大学院生から制度が変更になった。これまでは１日
程度のものから長期のものも含めてインターンシッ
プと総称していたが、現制度では4分類され、半日
程度の情報提供は「オープン・カンパニー」とす
る。一方、就業体験必須のインターンシップは企業
の採用選考に利用できるようになる。今回紹介した
２人が参加したのは変更前の制度のもの。

筆記試験
選考の一つ。「適性検査」と呼ばれており、一般的
には国語が出題される言語分野、数学系の問題が出
題される非言語分野、性格適性検査を行う。

エントリーシート（ＥＳ）
学生が企業に応募する際に提出する応募書類のこと。自社の
求める人材像に合致した学生かどうかを知るために「その企
業独自の設問」で構成されているのが最大の特徴。志望動機
や自己ＰＲ、学生時代に力を入れたこと等について問われる。
インターンシップへの参加もエントリーシートの提出を求め
る企業が多い。杉山さんのエントリー数は「30～ 40社」、魏
さんのエントリー数は「インターンが60社、本選考が35社」。

キャリア形成支援プログラム
自己理解・社会理解・能力開発の３要素をテーマに年間100
以上のプログラムを実施。講義やワーク、実践を通じて、学
生が自分らしいキャリア形成をしていくために低年次から段
階的に支援している。

就活Word就活Word

就職内定者に聞く就職内定者に聞く
インターンシップの参加時期は？試験対策はいつから？

　年が明ければ３年次生の就職活動が本格化する。インターンシップの

制度変更など、１、２年次生にとっても気になる話題が多い。いつ、何

をすればいいのか。内定を得た４年次生２人に体験を語ってもらった。

　２年次の11月にゼミの先輩による就

活セミナーに参加。同時期に別の先輩

に自己分析を手伝ってもらい、将来ど

うしたいかが見えてきました。ルーツ

のある韓国と日本をビジネスでつなぎ

たい、そのためにグローバル企業で働

きたいと決めました。

　第１志望の総合コンサルティング業

界は選考時期が早く、面接ではロジカ

ルシンキングが求められます。普段か

らロジカルシンキングを意識し、学業

の合間に対策を進め、３年次の11月に

は内々定を得ました。就職活動は継続

し、インターンシップや他業種の選考

を進めました。新たに始めた長期イン

ターンシップは社会人ゼロ年目として

臨みました。

　早期選考での内々定獲得は、心理的

な安心材料になると同時に、本当に自

分がやりたい仕事は何か、時間をかけ

て探すことができます。

　就活では自分から動いていくことが

大事です。私は先輩方のアドバイスの

ほか、インターンシップ先の他大学生

や、ＳＮＳでつながった同じ志望先の

人と情報交換するなどしてきました。

そこで意見を交わすことで「自分はこ

うなりたい」というヒントを見つける

ことができました。就活は一人ではな

く、周囲の人と進めることが重要だと

思います。

　壁にぶつかって自信を失う場面はた

くさんありますが、そういう時こそ、

これまでの努力や成功体験が生きてき

ます。選考の通過基準は、まずはＥＳ

とＷＥＢテスト（筆記試験）。先に進

むためには最大限の努力でこれらを突

破することが求められますし、それは

自信につながります。まずは迷ってい

ないで行動に移すこと。これが第一歩

ではないでしょうか。

６
月
別
業
種
の
選
考
、内
々
定

１
月
冬
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

11
月
コ
ン
サ
ル
企
業
内
々
定

９
月
夏
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

－８４
月
Ｅ
Ｓ
提
出
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
テ
ス
ト
・
面
接
対
策

２
月
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

11
月
先
輩
主
催
の

　

就
活
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

２年次 ３年次 ４年次

魏 

東
俊
さ
ん

商
学
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
４
年
次

内
定
：
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム

　日本の経済をけん引する自動車業界

に興味がありました。中でも自動車関

連の電子部品メーカーは、３年次の冬

にインターンシップに参加し、時代に

対応して革新を遂げる姿を目の当たり

にして、改めてこの業界に進みたいと

思いました。

　所属していた学生ボランティア団体・

ＳＫＶの先輩からの助言もあり、キャ

リア形成支援課の支援プログラムを積

極的に受けました。準備段階では、課

題解決型インターンシップ（現・問題

解決型チャレンジプログラム）への参

加、自分を知るために「自己理解ワー

クショップ（心理検査ＭＢＴＩ）」を受

けました。就活が本格化してからは、

講座のほか、模擬面接やエントリーシ

ート（ＥＳ）の添削を頻繁にお願いしま

した。模擬面接のおかげで本番でも自

然体で話せるようになりました。ＥＳ

は自己分析のほか企業研究も必須です

が、最初はやり方が分からず戸惑いま

した。キャリア形成支援課で「中期経営

計画など投資家向けの情報も見たら」

とアドバイスを受け、参考にしました。

　内定先は海外の売り上げが８割超の

グローバル企業で、世界情勢が経営に

影響します。世界の政治情勢など、ゼ

ミや授業で学んできたことを生かして

いきたいです。

　１、２年次はコロナ禍でもあり、ふさ

ぎ込むこともありました。ＳＮＳで目

にした就活の話題に不安になったこと

も。簡単に情報に触れられる時代だか

らこそ、信頼できるメディアを見つけ、

自分にとって必要なものか見極める目

を育てることが必要だと感じます。就

活は自分と向き合う貴重な時間。うま

くいかなくても自分がダメだと思わな

いで。これからの人生にとって必要な

時間として向き合うことが大事です。

２年次 ３年次 ４年次
５
月
内
々
定

会
社
説
明
会
、

Ｅ
Ｓ
提
出
、面
接

３
月

２
月
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の

早
期
選
考

－１

自
己
分
析
、業
界
研
究
、

筆
記
試
験
対
策

６
月

12
月
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加

－５

杉
山 

裕
紀
さ
ん

法
学
部
政
治
学
科
４
年
次

内
定
：
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー

多彩なテーマで議論したパネルディスカッション

中
小
企
業
の
課
題
を
議
論

政
策
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

⇨ ⇨


